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ト
ガ
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東
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モ
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る
質
問
に
対
す
る
答
弁 

書 

一
に
つ
い
て 

我
が
国
は
、
東
チ
モ
ー
ル
地
域
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
政
府
に
よ
り
効
果
的
に
統
治
さ
れ
て
い
る
と
の
事 

 

実
認
識
に
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
帰
属
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
間
で
話
合
い 

 

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
判
断
を
下
す
立
場
に
な
い
。 

二
に
つ
い
て 

(1) 

国
連
総
会
で
は
、
第
三
十
回
総
会
（
千
九
百
七
十
五
年
）
以
来
第
三
十
七
回
総
会
（
千
九
百
八
十
二
年
）
ま
で

毎
年
東
チ
モ
ー
ル
問
題
に
関
す
る
決
議
案
が
提
出
さ
れ
て
い
た
が
、
我
が
国
は
、
緊
急
に
必
要
で
あ
る
の
は 

 

東
チ
モ
ー
ル
地
域
住
民
の
正
常
な
生
活
へ
の
復
帰
で
あ
る
こ
と
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
政
府
が
東
チ 

 
 



三
に
つ
い
て 

(2) 

な
お
、
千
九
百
七
十
五
年
十
二
月
東
チ
モ
ー
ル
問
題
が
国
連
安
全
保
障
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
際
、
我
が 

国
も
理
事
国
の
一
員
と
し
て
、
す
べ
て
の
関
係
当
事
国
が
国
連
の
努
力
に
協
力
す
る
よ
う
要
請
す
る
安
全
保 

 

障
理
事
会
決
議
の
と
り
ま
と
め
に
努
力
し
た
経
緯
が
あ
る
。 

東
チ
モ
ー
ル
地
域
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
正
確
な
状
況
を
確
認
し
得
る
立
場
に
な
く
、
立 

 

ち
入
つ
た
見
解
を
示
す
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
我
が
国
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
館
館
員
の
現
地
視
察
の
結 

 

果
及
び
同
地
域
で
活
動
し
て
い
る
赤
十
字
国
際
委
員
会
の
説
明
か
ら
は
、
人
権
状
況
が
悪
い
と
の
報
告
は
受
け 

 

モ
ー
ル
を
効
果
的
に
統
治
し
て
い
る
事
実
に
対
し
適
切
な
考
慮
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
等
の
観
点
よ 

 
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
み
を
非
難
す
る
こ
と
は
問
題
の
解
決
に
資
さ
な
い
と
の
立
場
か
ら
、
反
対
投
票
を
行 

 

つ
て
き
た
。
（
た
だ
し
、
千
九
百
八
十
三
年
以
降
は
関
係
当
事
者
間
の
合
意
に
よ
り
、
国
連
で
の
審
議
は
行 

 
 

わ
れ
て
い
な
い
。
） 

四 

 



 

五 

て
い
な
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




